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団　　体 企 画 名 称 ページ番号

中学１年 突撃インタビュー 8

中学１年 みんなの自由研究＆サウンドロゴ 8

中学１年 久々の聖学院人生ゲーム 8

中学２年 音楽をともに創ろう！ 6

中学２年 レゴで作る聖学院 6

中学２年 食品ロス×エネルギー 10

中学２年 ピタゴラスイッチみたいな 6

中学３年 ボツ展 6

中学３年 116：CLUB 10

中学３年 聖学院アミューズメント・パーク！ 10

中学３年 あつまれ！ ヲタクの森 10

中学３年 みんなでやろう！世界を回るカードゲーム 11

高校 I 年Ａ組 博打屋(テーブルゲーム) 13

高校 I 年Ｂ組 アーケードシューター 13

高校 I 年Ｃ組 「KATATEMA」 13

高校 I 年Ｄ組 全力投Q ～クイズ×カジノ～ 13

高校 I 年Ｅ組 縁日 12

高校 II年Ａ組 グランドボウル IZUMI 12

高校 II年Ｂ組 b組の星を見ないか？ 12

高校 II年Ｃ組 狂宴祭 12

高校 II年Ｄ組 妙　ホラー脱出ゲーム 12

高校 II年Ｅ組 GIC FILM BET 12

中高図書委員会 ぶたのやかた 5

団　　体 企 画 名 称 ページ番号

化学部 ポプテカガック 10

物理部 Physics Club 12

生物部 生物部 10

探検部 探検部の活動発表 12

卓球部 君のハートにスマッシュ 12

鉄道研究部・旅と鉄道部 鉄男の部屋 10

バスケットボール部 OBとがち対決！ 6

吹奏楽部／音楽部 吹奏楽部／音楽部演奏会 5・15

文藝同好会 邂逅圖畫館「方舟逗留地」 12

レゴハンディクラフト部 レゴハンディクラフト部 14

美術部 余韻～全てに響く想像力～ 10

陸上部 地味に楽しい型抜き 10

フォトメディア部 Photo and Media 14

プログラミング部 PCゲームセンター 14

有志団体 余白の考響学　哲学ーメディアー藝術ゼミ個展 12

有志団体 3Dプリンター（cad作成）体験会 12

有志団体 聖学院#あちこちのすずさん 生徒講演会 5

有志団体 スウェーデンのパパたち 10

有志団体 ５インチゲージ 10

有志団体 みつばちプロジェクト 10

高校 II年 有志団体 沖縄平和学習展示 8

入試広報 企画・展示見学、個別相談コーナー 8

保健室 保健室 6

※記念祭運営本部についてはＰ 8・9をご参照ください。
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本年度の記念祭のシンボルです。

　生徒１人１人の想いが繋がる様子をイ

メージしたデザインとなっています。

　記念祭は携わる人全員がユニークで想

像力に溢れており、またその一人一人の

想像力が形になったものだと思います。

　その記念祭に関わった人の努力がその

記念祭で充分に響き渡るようにと願いを

込めて作りました。

記念祭ロゴデザイン：筒井琢哉（高II）
ポスターデザイン：記念祭委員会

ご 紹 介

2022年11月2日（水）･3日（祝・木）
※入場は事前予約制となっております。

創立116周年記念祭

聖学院中学校 ・高等学校
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木畑凛太郎（高校生徒会会長）

　皆さん、改めてこんにちは。記念祭運営本部木畑凛太郎です。さ

てコラムということで、私からはこの記念祭に向けて我々が行って

きたことを少しお話しさせていただきたいと思います。私は記念祭

運営本部の総括をやらせていただいたのですが、まあ、疲れまし

た。これを読んでいる先生方、申し訳ありません。少しだけお許し

ください。何から話せば良いでしょうか。何せこの記念祭に向けて

多くの人が動いていたわけですから、そこかしこで問題が出てくる

のです。例えば、皆さんもご覧になられた各企画は全部一度本部の

方で審査しています。当然といえば当然ですが、これがまあ大変で

す。企画説明が曖昧であったり、不備がある状態で提出されたり

と、我々はその度その度に話し合い、なんとか完成へと持っていき

ました。皆さん楽しんでいただけたなら幸いです。出展団体様方、

ご協力本当に有難うございました。

　皆さんも入ってくるときにご覧になられたはずの、あのアーチも

非常に大変でした。下書きのデザインはどうするか、サイズはどう

するか、設置場所はどうするか、業者の方々との打ち合わせはいつ

にするか、などなど沢山ありました。ペンキを塗る作業は割と楽し

かったですね、腰は痛かったですが（笑）。まあでも、これもなん

とか完成させることができました。業者の方々、補助してくださっ

た先生方、本当に有難うございました。

　本当は、まだまだあります。会議用の資料作成だってありました

し、人員の配置も考えねばなりませんでしたし、このパンフレット

だって打ち合わせがありました。そんな数ある中で私が最も困って

しまったのが、人間関係でした。

　これは言ってしまっても良いのでしょうか。後ほど先生方や仲間

たちからお説教を受けないか心配です（笑）。何故人間関係が最も

大変だったのか、やっぱり人が多いからなんですね。

やれ「お前の意見は気に入らない！」だとか、やれ「こっちの方が

絶対良いだろう！」だとか。まあ実際に白熱した口論こそなかった

のですが、常にピリピリとした雰囲気が、準備をする運営本部には

ありました。その中にずっと身を置いているわけですから、必然的

にメンタルにくるわけです。大変でした。

　でもそれは仲間たちが、記念祭に対して多くの想いを背負って

やっているからなんです。個々が「こうした方がもっと皆さんに

楽しく思ってもらえるのでは？」「こっちの方が絶対盛り上がるの

に！」と、心の底から思っているからこそ起きてしまうものなんで

すね。その熱さが、大変さを上回るほどのやる気となっていたわけ

です。だからこうして記念祭を成功させることができました。

　先生方や、業者の方々、保護者の方々など、沢山私たちを支えて

いただきました。本当に有難うございます。ですが、私が最も感謝

を伝えたいのは、共にここまでやってきた仲間たちなのです。

　この場を用いてお礼を言わせてください。皆本当に有難う。皆が

いたから、私はここまでやれました。有難うございます。

　さて、私のコラムはここら辺で。私の話を見ていただき有難うご

ざいます。皆さんが楽しんで記念祭をお送りできますよう、お祈り

申し上げます。

篠原飛陽（高校記念祭委員長）

　みなさんこんにちは。記念祭委員長の篠原飛陽です。本日は聖学

院記念祭にお越しいただき誠にありがとうございます。皆様が記念

祭を楽しめているのでしたら何よりです。何かお困りのことがござ

いましたら本館２階の本部までお越しください。

　自分が記念祭委員会として本部運営に初めて関わったのは今から

３年前、中学２年生の時でした。運営側として初めて参加する当時

の自分はヘマをしないか緊張してガタガタ震えてたのを今でも覚え



19

ています。ですが当時の先輩方はそんな自分を受け入れ、優しく指

導をしてくださったのを覚えています。そんな先輩たちに憧れ、

「自分も今後も記念祭運営に関わってこんな人たちになりたいな」

と思っていた矢先、新型コロナウイルスが蔓延し、記念祭は２年連

続の規模縮小の措置をとらざるをえなくなりました。あれから３年

が経ち、中２だった自分は今は高２、下っ端だったはずが記念祭委

員長になっていました。時間の流れにびっくりです。立場ができる

につれ今まで見えなかった部分も見えるようになってきました。全

体の統括をしながら自身の作業もしなきゃいけませんし、会議会議

で毎日がてんやわんやでした。今だからわかりますが３年前の先輩

方は本当に凄い方々だったんだなと改めて感じます。

　このパンフレットを制作するにあたって（自分はパンフレット制

作のリーダーでもありました）様々な人の想いに触れることができ

ました。今年度の記念祭を行うことに賛成してくださった方、応援

してくださる方や支えてくださった方、共に活動したメンバー。

様々な問題が発生しましたが全ての人がいなければ今年度の記念祭

は開催できなかったと思います。ありがとうございます。記念祭運

営で何があったのかを知りたい方は隣の木畑君のコラムを。ただ準

備中も本番も一番楽しんでいたのは彼です。それを踏まえた上で読

んでみてください。（笑）

　最後になりますが第116回記念祭、皆さんと共に盛り上げていけ

ればと思います。

　せっかくの記念祭です。遊びまくりましょう！！！

北村知慈（高校生徒会副会長）

　記念祭で定番化している企画といえば、お化け屋敷、射的、そし

てカジノである。だが、今年は珍しくお化け屋敷を企画したクラス

は居なかった。その代わり今年多かった企画の一つがカジノであ

る。では何故カジノはここまで人気なのであろうか。

　まず前提として、この国では賭け事としてのカジノは違法であ

る。そして合法な賭け事は競馬、競艇、競輪の３つである。そして

記念祭でカジノが人気なのは恐らく「今でしかできない点」と、国

が認めている賭け事と比べて「再現が楽な点」だと思われる。では

大人になると競馬、競艇、競輪しか出来ないのだろうか。そうでは

ない。賭け事についての法律を上手く躱し、成立しているのが「パ

チンコ」である。

　ではパチンコは如何にして法を逃れているかを述べよう。勘違い

されがちだが、パチンコをして得られるのは現金ではない。簡単に

述べるとパチンコを打ち、パチンコ玉を増やして得られるのは「景

品」である。そしてホールと呼ばれる遊技場の隣にある景品交換所

で景品をお金に変えてもらうのである。要するにクレーンゲームで

景品を取って、それを売るようなシステムなのだ。このシステムに

よってパチンコは成り立っている。しかし「カジノ」は賭けを行い

現金を貰うから違反なのだ。こうしてパチンコは上手く法から逃れ

ている。では何故パチンコは無くならず、依存している人がいるの

か。

　その理由の一つはゲーム感覚で行えることである。多くの現代っ

子にとってゲームとは必要不可欠であり、楽しみながらお金が増え

ることはとても浪漫のある話である。また競馬等と違いゲームのよ

うに毎日好きな時に行え、好きな時に辞められるのも理由の一つで

ある。そしてこれはカジノにも通じる。トランプを使い、ゲーム感

覚で行え、いつでも辞められる。

　ここまで多くのことを述べたが、私は記念祭で人気なカジノが

キッカケとなり、聖学院生の多くがパチンコや競馬などのギャンブ

ルに将来依存するのではないかと、記念祭の準備を通して思ってし

まった。遊びでやるのは構わないが、道を踏み外さないようにして

もらいたい。
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高校生徒会・装飾担当
Ⅱ-Ｅ　西　大河

高校記念祭委員長
Ⅱ-Ｅ　篠原飛陽

高校生徒会会長
Ⅱ-Ｃ　木畑凛太郎

高校生徒会・講堂担当
Ⅱ-Ｃ　平沼　篤

高校生徒会
Ⅱ-Ｃ　大石未來

高校生徒会副会長
Ⅱ-Ｃ　北村知慈

高校記念祭副委員長
Ⅱ-Ｄ　筒井琢哉

高校生徒会・Ｍコン実行委員長
Ⅱ-Ｄ　永山和弘

高校生徒会
Ⅱ-Ｃ　大川裕備
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高校記念祭副委員長
Ⅰ-Ｅ　澤　立晴

中学生徒会
２-Ｂ　上田悠太郎

高校生徒会
Ⅰ-Ｄ　重光成宣

中学生徒会
２-Ｅ　永井健太

高校生徒会
Ⅰ-Ｃ　冨田　輝

本部ボランティア・動画担当
Ⅱ-Ｅ　青山泰三

高校生徒会
Ⅰ-Ｅ　町田和賢

中学生徒会
３-Ｄ　遠藤至恩

中学生徒会
３-Ｄ　鈴木康文

中学生徒会
３-Ｄ　髙橋賢人

中学生徒会
３-Ｃ　武　直輝

ボランティア・イラスト担当
Ⅱ-Ｅ　吉本太朗



聖学院みつばちプロジェクト
記念祭当日は皆様に大好評のジンジャーエールを

本館３階・中央ラウンジにて販売しています！

タイ・チェンライ、そこには「メーコックファーム」という多くの

子ども達が身を寄せる小さな児童養護施設があります。

聖学院高校では、1987年以来メーコックファームへの研修旅行を

行ってきました。しかし近年、メーコックファームはコロナウイル

スの影響により経営難に陥っています。

このままでは、子ども達の生活する場所が無くなってしまいます…。

今、大きな困難の中にある子ども達に、８カ月かけて生徒たちが開

発した「はちみつジンジャーエール」を通してご一緒に支援しませ

んか？ 

通販でもお買い求めいただけます。

お問い合わせ・お申込みは

「And18’sLLC（聖学院みつばちプロジェクト）」へ

E-mail: and18shbp@gmail.com にてお願いいたします。



北志賀グランドホテル

〒381-0405 長野県下高井郡山ノ内町大字よませ11494

TEL：0269-33-6621



旅行記・回想録・学術報告書・名簿・

記念誌の企画・編集・印刷は

おまかせ下さい

文明堂印刷株式会社

〒114-0032　東京都北区中十条2-15-12

TEL 03-3908-3466　FAX 03-3906-0066







JAL・ANA他航空会社系列商品の紹介／貸切り観光バスの手配

総合合宿施設（グランド・体育館等）の手配 /シティホテル・温泉ホテルの手配

ケータリングサービス・会場の手配 /海外スポーツ観戦チケットの手配

アイ・ケイ・トラベルサービス

 〒115-0055　東京都北区赤羽西1-5-1-512

TEL 03-5948-8580 ／ FAX 03-3905-3203

E-mail  igu-ksst@jcom.zaq.ne.jp

井口　和行（70回卒）

小さな旅から世界の宙
そ ら

へ





聖学院中学校・高等学校
東京都北区中里３－12－１
TEL（03）3917－1121㈹　FAX（03）3917－1123

創立116周年記念祭
開催日：2022年11月２日（水）・３日（祝･木）

表紙イラスト表裏：吉本太朗（高Ⅱ）

印刷：文明堂印刷㈱

このデザインのパーカーを着たスタッフが

記念祭本部スタッフです。

何かご不明な点がございましたら、お近くの

スタッフもしくは教職員までお問い合わせく

ださい。

※落とし物・迷子・不審物の発見などに関しましても、

お気軽に声をかけてください。

記念祭本部：本館２Ｆ 中央ラウンジ



創立116周年記念祭


